
 

 
2013 年 10 月 22 日 

放送倫理・番組向上機構 

 

BPO の青少年委員会が、 

フジテレビの『生爆烈お父さん２７時間テレビスペシャル!!』に関し、 

「委員会の考え」を公表 
http://www.bpo.gr.jp/ 

 
 

BPO 放送倫理・番組向上機構の青少年委員会（委員長・汐見稔幸）は、『生爆烈お父さん 27 時間テレビスペシャ

ル!!』に関し、「出演者の身体に加えられる暴力や危険行為について」、「女性アイドルや女性芸人に対する性的な際

どい演出について」、「地上波の公共性に対する認識について」の3つの論点を中心に、「委員会の考え」を公表しまし

た。 

これは、2013 年 8 月 3 日放送のフジテレビ『27 時間テレビ』のコーナーで、男性タレントが、女性アイドルグループメ

ンバーに、両足を持って振り回すプロレス技をかけた後、頭を踏んだり蹴ったりしたことに、視聴者から「バラエティー

の度を越している」「暴力行為であり不快」などの意見が多数あったもので、委員会は番組を視聴した上で、フジテレ

ビに 5 つの論点についての報告書を求め、その後、制作担当者らとの意見交換を行って審議しました。 
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放送倫理・番組向上機構【BPO】 

放送と青少年に関する委員会 
 

BPO 青少年委員会は、多くの視聴者意見が寄せられたフジテレビ『FNS27 時間テレビ女子力全開 2013』の「生爆烈

お父さん 27 時間テレビスペシャル!!」コーナー（2013 年 8 月 3 日放送）について、フジテレビへ番組の制作意図などの

報告書の提出を求めるとともに、番組制作者などを招いて意見交換を行い、さらに追加質問しました。 

まずフジテレビには、真摯に対応をしていただいたことに感謝します。これらを受けて審議を行いましたが、下記の

「委員会の考え」を公表することになりました。 

これは、今後各放送局にも考えていただきたいと委員会が願っている諸点です。 
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論点は、以下の 3 点です。 

 

第 1 に「出演者の身体に加えられる暴力や危険行為について」です。 

フジテレビは「安全面に十分配慮している」「出演者同士が役割を理解している」と説明しましたが、視聴者から、人

の頭を踏みつけるシーンや顔に向け足を上げるシーン、顔をいじるシーンなどに対して、多くのクレームが BPO に届

きました。 

フジテレビは、「爆烈お父さんはドキュメンタリーではありません。お茶の間プロレスコントです」と説明していますが、

ある行為の意味は、その文脈・シチュエーションによって変わっていきます。プロレスというスポーツでは相手の顔を

踏む行為は技の一種ですし、漫才師がボケとツッコミの役割の中で頭を叩くのはお決まり芸です。 

ところが視聴者の多くは、今回のジャイアントスイング前後のシーンに、これが当然でおもしろいと感じる文脈を見

つけられませんでした。多くの人が違和感を持ち、「不快だった」「危険すぎる」といったクレームを寄せました。爆烈お

父さん、女性芸人、女性アイドルグループの三つ巴の面白さになっていないと受け止めたのです。しかも人間の顔を

足で踏むことは人間の尊厳に関わる行為で、さらに不快感を増大させたと思われます。 

 



 

 

 

視聴者の多くは「人間の尊厳に背くような行為をあえてして、それで笑いを取るという形でしかバラエティー番組を

作ることができなくなっているのか」という落胆とさげすみのような感情を抱いたことに、局は想像力を働かせてほしい

と願います。 

青少年委員会は、2007 年 10 月に「出演者の心身に加えられる暴力に関する見解」を公表していますが、この中に

は、中高生モニターが「出演者をいたぶる暴力シーンや人間に対する否定的な扱い」に対して不快感を表明している

ことが述べられています。中高生のこの認識が、多くの一般視聴者の認識と考えてよいのではないでしょうか。 

 

第 2 に「女性アイドルや女性芸人に対する性的な際どい演出について」です。 

フジテレビは「でん部の露出は女性芸人の持ち芸であり、笑いの表現方法としてバラエティー的に許容範囲である

と認識していました」としています。ジャイアントスイングをされている間に宣伝したいビデオや楽曲が流れるとなれば、

女性芸人も女性アイドルも、身体を張って挑むことは容易に予測できます。 

しかしここでも、女性芸人のお尻が丸見えになる、女性アイドルがパンツも露わに寝転んだり爆烈お父さんに股を

開閉されたりするシーンが、お茶の間で家族みんなが視聴する時間に流されれば、不快に感じる視聴者もいるだろう

ことに思いが至っていなかったのではないかと考えます。 

放送局が自主的に定めた民放連放送基準には、「性に関する事柄は、視聴者に困惑・嫌悪の感じを抱かせないよ

うに注意する」（73 条）、「全裸は原則として取り扱わない。肉体の一部を表現する時は、下品・卑わいの感を与えない

ように特に注意する」（78 条）、「出演者の言葉・動作・姿勢・衣装などによって、卑わいな感じを与えないように注意す

る」（79 条）といった条文がありますが、これに抵触するものではないかという認識が欠けていたのではないでしょう

か。 

お色気ネタが笑いのジャンルの一つであることは間違いありません。そこには快・不快、上品・下品の微妙な境界

線が存在しますが、番組が男性の視点で作られていて、制作者に女性や子ども視聴者の視点が欠けていることが、

今回のような視聴者とのミスマッチを生じさせたとも考えられます。生放送の特性の一つは、視聴者と出演者が同じ

空気を共有出来ることです。それがなぜ視聴者に大きな違和感を残してしまったのか。制作者はこの点をもう一度深

く考えてほしいと思います。 

 

第 3 に「地上波の公共性に対する認識について」です。 

フジテレビは、委員会の追加質問に対する回答の中で、「様々な年齢性別、多様な生活習慣と趣味嗜好を持つ全

ての視聴者の方々に番組をお届けするのが地上波放送」であると強調しています。しかし、委員会に寄せられた視聴

者意見をみる限り、放送時に視聴者が食事中かもしれない、老若男女が集まり家族団らんの中で視聴しているかもし

れない、あるいは、このコーナーの内容や演出手法は不快感を与えていないだろうかなどと、さまざまな想像力を具

体的に働かせながら制作したものとは残念ながら考えられませんでした。 

地上波の公共性は、番組を作る側が最も重視しなければならない視点と考えています。このことはすでに本委員会

が強調してきたことですので繰り返しませんが、視聴者には赤ちゃんから高齢者、外国人など様々な価値観を持って

いる人がいるということを前提に、可能な限り多くの人々が納得のいく番組を作るということ、そして番組の内容が何

に笑い、何に悲しみ、何に喜び、何に怒るかという国民の教養の形成に与り、多大な貢献をしているという自覚を持つ

ことの大切さだけはもう一度強調しておきます。 

 

フジテレビは 2010 年、「私たちのフジテレビバラエティ宣言」を公表しました。そこには、「愛がなければテレビじゃな

い！ 安心できなきゃテレビじゃない！ やっぱり楽しくなければテレビじゃない！」とあります。これについて、フジテ

レビからは、「視聴者に愛され、安心して見ていただけるおもしろい番組」を目指すという決意が込められた宣言であ

るとの説明がありました。しかし、今回は、上記の 3 点を鑑みても、視聴者に対する想像力が十分でなかったといわざ

るをえません。 

視聴者目線と電波が公共財であることを忘れると、テレビへの信頼は薄れていきます。お笑いも例外ではありませ

ん。テレビをもっと魅力的なメディアにしていくために、また多くの視聴者が心地よく笑えるために、バラエティー番組も

「人間の尊厳」「公共の善」を意識して作られるべきでしょう。 

参考のために申し添えますと、2009 年 11 月 17 日に、BPO 放送倫理検証委員会が「最近のテレビ・バラエティー番

組に関する意見」を公表しています。その中で“バラエティーが「嫌われる」5 つの瞬間”が挙げられています。下ネタ、

イジメや差別、内輪話や仲間内のバカ騒ぎ、制作の手の内がバレバレのもの、生きることの基本を粗末に扱うこと―

の 5 つです。制作に当たっては、これらのことも常に心のどこかで意識していただきたいと願います。  

以上 

 

====================================================================================================== 

■	
 審議経過については、こちら http://www.bpo.gr . jp/?p=6927&meta_key=2013 

 



 

 

 

 
「審議から『委員会の考え』までの流れ」 http://www.bpo.gr.jp/?page_id=1273 

「青少年委員会」運営規則 http://www.bpo.gr.jp/?page_id=1163 

 

■放送倫理・番組向上機構について  http://www.bpo.gr . jp/     

名称：  放送倫理・番組向上機構[BPO] 

放送事業の公共性と社会的影響の重大性を踏まえて、正確な放送と放送倫理の高揚に寄与することを目的と 

した非営利・非政府の団体。言論・表現の自由を確保しつつ、視聴者の基本的人権を擁護するため、 

放送への苦情や放送倫理上の問題に対応する独立した第三者機関で、民放連および NHK によって設置され、 

以下の三委員会から構成される。 

委員会： 放送倫理検証委員会、放送と人権等権利に関する委員会(放送人権委員会)、 

放送と青少年に関する委員会（青少年委員会） 

住所：  東京都千代田区紀尾井町 1-1 千代田放送会館 

理事長： 飽戸 弘 

 


